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《単元名》

第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P84～85 11月上旬～11月下旬 ９時間扱い

《単元の系統図》 本単元との直接的なつながり 間接的なつながり

「ゴムののばし方をかえると，物の動き方は，
どのようにかわるのだろうか」
ゴムには，物を動かす働きがある。
物を動かす働きは，ゴムを長く伸ばすほど，

大きくなる。

【４学年「電気のはたらき」】

【３学年「じしゃくにつけよう」】

【３学年「風やゴムで動かそう」】（本単元）

【中３学年「運動とエネルギー」】

【５学年「ふりこのきまり」】

【６学年「てこのはたらき」】

【１・２学年生活科】 生活体験

おもちゃを作って，風やゴムで遊んだ経験

【中１学年「身のまわりの現象」】

【３学年「太陽を調べよう」】

【５学年「電流がうみ出す力」】

６学年「電気とわたしたちのくらし」

【中２学年「電気の世界」】

「風の強さをかえると，物の動き方は，どの
ようにかわるのだろうか」
風には，物を動かす働きがある。
物を動かす働きは，風が強くなるほど，大

きくなる。

【３学年「明かりをつけよう」】

○ いろいろな力の世界
・ 力の働き（力とばねの伸び）
・ 圧力

○ 力の規則性
・ 力のつり合い
・ 力と運動

○ エネルギーと仕事
・ 仕事とエネルギー
・ 力学的エネルギーの保存

６学年「人と環境」

【４学年「動物のからだのつくりと運動」】

人の体は，全身にある筋肉が縮んだり
緩んだりすることによって動く。

石油などを燃やすことなく,風の力
で発電機を回し，電気をつくる。

５学年「台風と天気の変化」

台風が近付くと,強い風が吹き，大量の雨を
もたらすなど，天気の様子が大きく変わる。

○ 物体のいろいろな運動
・ 運動の速さと向き

【中３学年「科学技術と人間」】 【中３学年「自然と人間」】

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【単元の系統図】
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《単元の目標》

生活科などでの体験を基に，風やゴムの力について，力の強さと物の動き方との関係に興味をもち，実
験を通して，風の強さやゴムの引き方を変えたときの物の動く様子を比較し，風やゴムの物を動かす働き
についての考えをもつことができるようにする。

《単元の流れ》 ９時間扱い

ね ら い 時 段階 学習活動 工夫点

１ 風で動かそう ４時間

・ 風で動くおも １ 問題を見いだす ・ 風で動くおもちゃを作る。
ちゃを作りや遊 ・ 風で動くおもちゃで遊ぶ。
びを通して，風 ・ 風で動くおもちゃで遊んだ感想や，
の力を体感し， 遊びを通して気付いたことを話し合う。
風の力について
話し合い，興味
をもつ。

・ 風の強さを変 １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
えると，物の動 差異点を見だす。 工夫点１
きはどのように ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
変わるのかに疑 ら，問題を見いだす。
問をもち，風の 予想や仮説をもつ ・ 風の強さによる物の動きの変化につ
物を動かす働き いて考える。 ポイントを明確

に興味をもつ。 観察，実験の方法を考える ・ 風の強さによる物の動きの変化を調 にして話し合う

べる方法を考える。 工夫点２
・ 風の強さを変 ２ 観察，実験を行う ・ 風で動く車を作製する。
えると，物の動 ・ 風の強さによる物の動きの変化を調
きはどのように べる。
変わるのかを調 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
べ，その性質を る。
まとめ，理解を 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
深める。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ 風の強さを変えずに，風で動く車を 学んだことを生
遠くまで進める方法を考える。 かしたものづく

・ 車を動かし，確かめる。 り 工夫点３
・ 工夫したことをまとめ，発表する。

２ ゴムで動かそう ５時間

・ ゴムの伸ばし １ 問題を見いだす ・ 事象Ａと事象Ｂを比較し，共通点と 複数事象の提示
方を変えると， 差異点を見だす。 工夫点４
物の動きはどの ・ 事象の違いが生じた要因を考えなが
ように変わるの ら，問題を見いだす。
かに疑問をも 予想や仮説をもつ ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変
ち，ゴムの物を 化について考える。 ポイントを明確

動かす働きに興 観察，実験の方法を考える ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変 にして話し合う

味をもつ。 化を調べる方法を考える。 工夫点５

・ ゴムの伸ばし ２ 観察，実験を行う ・ ゴムで動く車を作成する。
方を変えると， ・ ゴムの伸ばし方による物の動きの変
物の動きはどの 化を調べる。
ように変わるの 結果を整理する ・ 観察，実験の結果をまとめ，確認す
かを調べ，その る。
性質をまとめ， 考察し，結論を得る ・ 結果から気付いたことをノートに記
理解を深める。 入し，グループで話し合う。

振り返り，広げる ・ ゴムの伸ばし方を変えずに，ゴムで 学んだことを生
動く車を遠くまで進める方法を考える。 かしたものづく

・ 車を動かし，確かめる。 り 工夫点６
・ 工夫したことをまとめ，発表する。

・ ゴールインゲ １ 振り返り，広げる ・ 狙った所に風やゴムで動く車を止め
ームを行い,風 る方法を考える。
やゴムの物を動 ・ ゴールインゲームを行う。
かす働きについ ・ 工夫したことをまとめ，発表する。
て理解する。

・ 風やゴムの物 １ 振り返り，広げる ・ 風の物を動かす働きを利用している
を動かす働き 身近な物について考える。
や，ゴムの元の ・ ゴムの物を動かす働きは，ゴムの元
形に戻ろうとす の形に戻ろうとする性質であることを
る性質を利用し 考える。
ている物につい ・ ゴムの物を動かす働きや，ゴムの元
て考え，理解を の形に戻ろうとする性質を利用してい
深める。 る身近な物について考える。

３年「６ 風やゴムで動かそう」

【単元の目標と流れ】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P84～85 11月上旬～11月下旬 本時１／９

《本時のねらい》

風で動くおもちゃを作りや遊びを通して，風の力を体感し，風の力について話し合い，興味を
もつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

風で動くおもちゃ「この指とまる風車」を作らせ，風の力を体感させる。
→ポイント集2011 P28

この指とまる風車を作ろう 所要時間10～15分
〈準備物〉
・ ケント紙などのやや丈夫な紙（画用紙でも可）
・ 両面テープ
・ 定規
・ カッターナイフ，もしくは，はさみ

※ 詳しい作り方は宮城県教育研修センター 科学巡回訪問のページ
http://midori.edu-c.pref.miyagi.jp/science/rikaCD/junkaikyouzai/kazaguruma.pdf

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 風で動くおも
ちゃを作る。

▼ おもしろそうだな。 ○ 風で動くおもちゃづくりを行わ
▼ 上手に作れるように，頑張ろう。 せ，興味をもたせる。

□ 「この指とまる風車」を作成す
る。 →ポイント集2011 P28

● 風で動くおも ▼ どうやったら，おもちゃを上手く
ちゃで遊ぶ。 動かせるかな。

▼ 風が吹いてくる方におもちゃを向
けると，くるくる回ったよ。

▼ 走って風を作ると，おもちゃがく
るくる回ったよ。

○ 風で動くおもちゃで遊ばせ，風
の力を体感させる。

□ 「この指とまる風車」は，風が
ある時は走らなくても，風の力で
動く。風がない時は，自分が走り
風を作ることで，風の力で動かす
ことができることに気付かせる。

● 風で動くおも ▼ どんなことがあったかな。
ちゃで遊んだ感
想や，遊びを通
して気付いたこ
とを話し合う。

○ 風で動くおもちゃで遊んだこと
を通して気付いたことや不思議に
感じたことを話し合わせ，風で物
が動くことに気付かせる。

□ 「風の力でおもちゃはどのよう
に動いたか」に視点を揃え，感想
や気付いたことを話し合わせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ おもちゃを作って，風で遊んだこ
とがある。

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 風で動くおもちゃを作って，
遊びましょう。 具体的な体験

◎ おもちゃが出来たら，遊びま
しょう。
どうやったら，おもちゃがう

まく動くのか，いろいろと工夫
しましょう。 具体的な体験

■ 風が吹いている時は，動かなくて
も風の力で，おもちゃはくるくる回
る。

■ 風が吹いていない時は，自分が走
って風をつくると，風の力で，おも
ちゃはくるくる回る。

■ 風が強く吹いている時や速く走っ
た時は，おもちゃが早く回った。

◎ 風で動くおもちゃで遊んで，
どうでしたか。感想や気付いた
ことを話し合いましょう。

主体的な問題解決

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程１／９】
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風力
風速

天気予報用語 陸上の様子
（m/s）

０ 0.3未満 静穏 静穏，煙は真っ直ぐ昇る。

0.3以上
風向きは煙がなびくので分

１ ～
かるが，風見には感じない。

1.6未満
1.6以上

顔に風を感じる。木の葉が
２ ～

動く。風見も動き出す。
3.4未満
3.4以上

木の葉や細かい小枝が絶え
３ ～

ず動く。軽い旗が開く。
5.5未満
5.5以上

砂ぼこりが立ち，紙片が舞
４ ～

い上がる。小枝が動く。
8.0未満
8.0以上

葉のある潅木が揺れ始める。
５ ～

池や沼の水面に波頭が立つ。
10.8未満 やや強い風 10m/s～15m/s
10.8以上

大枝が動く。電線が鳴る。
６ ～ 風に向かって歩きにくく

傘はさしにくい。
13.9未満 なる。傘がさせない。
13.9以上

樹木全体が揺れる。風に向
７ ～ 強い風 15m/s～20m/s

かっては歩きにくい。
17.2未満 台風の区分

17.2以上 風に向かって歩けない。
小枝が折れる。風に向かっ

８ ～ 転倒する人もでる。
ては歩けない。

20.8未満
20.8以上

人家にわずかな損害が起こ
９ ～ 非常に強い風 20m/s～30m/s

る。
24.5未満
24.5以上 しっかりと身体を確保し

樹木が根こそぎになる。人
１０ ～ ないと転倒する。

家に大損害が起こる。
台風

28.5未満

28.5以上 猛烈な風 30m/s以上
めったに起こらない。

１１ ～
広い範囲の破壊を伴う。

32.7未満 立っていられない。屋外
での行動は危険になる。

32.7m/s～強い台風
１２ 32.7以上 被害が更に甚大になる。 43.8m/s～非常に強い台風

54.1m/s～猛烈な台風

「風速」とは，空気が風として移動するときの速さのことをいいます。ですから，単位は通常
「秒速ｍ/ｓ」で表されます。これらは風速計を使って，簡単に測定することができます。
一方，「風力」は ，風が物体に与える力を０～１２の１３段階に分類したものです。
下の表は，風速と風力の目安などを表したものです。

一般的なサーキュレーターの風速や風力は，弱で風速：約１～２m/s（風力１～２），
中で風速：約２～３m/s（風力２），強で風速：約３～４m/s（風力２～３）となります。
いかに，台風の風が強いのかが分かります。
平地での日本国内の最大瞬間風速は85.3m/s（宮古島），世界では最大瞬間風速

105.5m/s（グアム）が記録されています！
ちなみに他の惑星では，どうなっているでしょうか。木星では風速120m/sの風が

吹き，きれいな縞模様を作っています（大赤斑では180m/s！）。
移住計画のある火星では，春先に風速約110m/sの砂嵐が吹き荒れます！！

  風の強さは，一般的に「風力」や「風速」で表されます。 

これらは，天気予報などでも，よく用いられるものです。 

 では，「風力」や「風速」とはいったい，どのようなものでしょうか。 

風の強さの目安って？！
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～87 11月上旬～11月下旬 本時２／９

《本時のねらい》

風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかに疑問をもち，風の物を動かす働きに
興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点１ 強さの異なる風を受けて動いた車を提示し，走る距離を比較させる。その共通点と差
異点に気付かせ，走る距離に違いが生じた要因を考えさせる。提示する際には，①車が
スタートする所 ②風を受ける所の大きさ ③風を当てる時間，の３点を揃える。

〈事象Ａ〉弱い風を受けて動いた車 〈事象Ｂ〉強い風を受けて動いた車

※ 提示する車は児童が実験で用いる物を使用する。（キット化された教材を使用してもよい）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

風の強さと，車が動いた距離の違いに着目させ，風の強さにより，風の物を動かす働きが変わ
ることを考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点２ 風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べる方法を，児童と話し
合いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共 ▼ どちらも風の力で動いたよ。
通点と差異点を ▼ 動いた距離が違うよ。
見いだす。

○ 風で動く車の走る距離を比較さ
せ，強さの異なる風を受けて動い
たことを考えさせる。

□ 提示する際には，
① 車がスタートする所
② 風を受ける所の大きさ
③ 風を当てる時間
の３点を揃えることを，児童に説
明しながら提示する。これらの実
験の条件は，児童が実験をする場
合も重要な観点である。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ▼ どうして，動いた距離が違うんだ ○ 「当てた風の強さ」に視点を揃

ろう。 えさせ，話合いを通して，児童の
▼ タイヤや風を受けるところが違う 意見を整理する。
からじゃないかな。

■ 児童にもたせたい意識

▲ 風の力で物は動く。

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点１（事象Ａ,Ｂを見せて）
Ａ，Ｂの車に風を当てます。

２つを比べて，何が同じで，何
が違いますか。気付いたことを
ノートに書きましょう。

具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から，問題を整
理しましょう。

表１

Ａ Ｂ

･ 風の力で動いてる

･ スタートするところ

おなじところ ･ 車の大きさ

･ 風を受けるところの大きさ

･ 風を当てている時間

ちがう
動 い た あまり

遠くまで動いた

ところ
きょり 動かなかった

音 小さい 大きい

▲ 風の力が変わると，動き方が変わ
る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程２／９】



３年 ６ - 6 -

問題 風の強さをかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ 風の強さを変えると，どんなふう
● 風の強さによ に動きは変わるんだろう。
る物の動きの変 ▼ 「この指とまる風車」で遊んだと
化について考え きには･･･
る。 ▼ ＡとＢを観察したことから･･･

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

観察，実験の ▼ 何を調べればいいだろう。
方法を考える
● 風の強さによ
る物の動きの変
化を調べる方法
を考える。 ▼ 何を使って調べよう。 ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ

▼ ＡとＢで使われている物を使えば とによって，必要感をもたせ，意
いいよ。 欲的に取り組ませる。

▼ 何を見ればいいかな。

▼ 何を同じにすればいいんだろう。
▼ ＡとＢを先生が見せてくれた時
に，同じにしていたことがあったよ。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
るよう，教師がポイントを把握し，
実験方法を考えさせる。

□ (①について)複数事象を観察し
た経験を基に考えさせる。

□ (②について)複数事象の提示の
際に使用した車を使用する。送風

▼ どうやって，調べたことを記録し 機はサーキュレーターなど，風の
よう。 強さを３～５段階程度変えられる

物を使用する。
作成する車は「じしゃくにつけ

よう」「つくってあそぼう」でも
使用することが考えられる。

□ (④について)実験の条件は，教
師が意図的に制御し，揃える。表
１を用いて，複数事象を提示した
際の条件を基に考えさせる。

□ (⑤について)これまでの学習経
験（「太陽の光を調べよう」など）
を基に，記録する方法を考えさせ

▼ 実験をする時に，気を付けること る。
があるんだ。 □ (⑥について)大きなけがにもつ

ながるため，徹底させる。

■ 風の強さを弱くすると，物はあま
り動かないだろう。

■ 風の強さを強くすると，物は遠く
まで動くだろう。

２ ＡとＢで使った車と送風機を使う。
２ 車の動いた距離は物差しを使って
調べる。

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わると思いま
すか。理由も考えてノートに書
きましょう。 主体的な問題解決

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点２ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ 風の強さを変えて，車が動い
た距離を正しく調べるために，
同じにすることがあります。

⑤ どのように記録しますか。
⑥ 送風機の中に，指や物を入れ
ないようにしましょう。

主体的な問題解決

１ 風の強さを変えると，物の動きが
どのように変わるのかを調べる。

４ 車が動いた距離を正しく調べるた
めに
・ 車がスタートする所
・ 車の風を受ける所の大きさ
・ 風を当てる時間
を同じにする。

◎ 次の時間は，風の働きを調べ
ましょう。

■ 風の強さが違うから，動いた距離
に違いがでたと思う。

５ 実験の結果を表に記録する。

６ けがをしないように，送風機の中
に，指や物を入れないように気を付
けて実験する。

風の強さ 動いたきょり

弱

中

強

３ 風の強さと車の動いた距離を見る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程２／９】



３年 ６ - 7 -

第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～89 11月上旬～11月下旬 本時３・４／９

《本時のねらい》

風の強さを変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べ，その性質をまとめ，理解を深
める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点３ 風の強さを変えずに，風の物を動かす働きを大きくする方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 風の強さをかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかり風を受けて走るように，
● 風で動く車を 作ろう。
作製する。

○ 風を受けるところの向きや真っ
直ぐに走らせることなどを考えさ
せがら，「風で動く車」を作る意
欲をもたせる。

□ キット化された教材を用いると
作製しやすい。
また，作製する車は「じしゃく

につけよう」「つくってあそぼう」
でも使用することが考えられる。

● 風の強さによ ▼ スタートするところや風を当てる
る物の動きの変 時間を同じにして，実験しよう。
化を調べる。

○ 特にポイント③と⑤に注意させ
ながら，風の強さと車が動いた距
離を調べさせ，結果を表に記入さ
せる。

□ 児童に実験をさせる前に，車や
送風機の操作の仕方を十分に指導
する。

結果を整理する ▼ しっかり記録できたよ。
● 観察，実験の ▼ 当てる風が強いと，車の速さも速
結果をまとめ， くなったよ。
確認する。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 車が動いた距離をしっかり調べて，
分かりやすく表に記録する。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べるために，「風で動く車」を作
りましょう。 具体的な体験

◎ 風の強さを変えると，物の動
きはどのように変わるのかを調
べましょう。調べた結果は表に
まとめましょう。実験をして，
気付いたことも書きましょう。

主体的な問題解決

風の強さ 動いたきょり

弱 ３ｍ１０ｃｍ

中 ４ｍ３５ｃｍ

強 ５ｍ２４ｃｍ

■ 風を受ける所の向きを気を付けて
作る。

■ 車が真っすぐに走るように作る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程３・４／９】
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考察し， ▼ 当てる風が強いと，車は勢いよく
結論を得る 動き出したよ。
● 結果から気付 ▼ 当てる風を強くするほど，車は遠
いたことをノー くまで進んだよ。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「車が動いた距離」が，「風の

物を動かす働きの大きさ」と対応
していることを気付かせ，風の働
きについて考えさせる。

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● 風の強さを変
えずに，風の力
で動く車を遠く
まで進める方法
を考える。

○ これまで実験で利用してきた車
を用いて，より効率よく風の力を
受ける方法を考えさせる。

□ 工夫する点としては
① 車の風を受ける所を大きく
する

② 車に風を当てる時間を長く
する

などが考えられる。児童に様々な
試行錯誤や創意工夫をさせる。

● 車を動かし， ▼ ちゃんと遠くまで動くかな。
確かめる。 ▼ いろいろ工夫してみよう。

▼ さっき実験した距離と比べてみよ
う。

○ 考えた方法で車を動かし，より
遠くまで動くか確かめさせる。

□ 工夫したことにより，どのくら
い動く距離が変化したのかを見る
ために，送風機の風の強さを固定
し，実験させる。
また，動いた距離を工夫する前

の距離と比較させる。

● 工夫したこと
をまとめ，発表
する。

○ グループごとで工夫したことを
まとめ，発表し，クラス全体で共
有させる。

□ 改良した車は，教室内に掲示し，
自由に見ることができるようにす
るとよい。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分の考えをノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決
■ 風には，物を動かす働きがある。
■ 物を動かす働きは，風が強くなる
ほど，大きくなる。

◎ 実際に車を動かして，遠くま
で動くか確かめてみましょう。
送風機の風の強さは「中」にし
ましょう。
上手くいかなければ，いろい

ろと工夫してみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点３ 風が物を動かす働
きは，風が強くなるほど，大き
くなることが分かりました。
風の強さを変えずに，風で動

く車を遠くまで動かすにはどの
ような工夫をすればよいか，考
えましょう。 自然や生活との関係

■ 車の風を受ける所を大きくすれば
よいと思う。

■ 車に風を当てる時間を長くすれば
よいと思う。

◎ どのよな工夫をしましたか。
グループでまとめて，発表しま
しょう。 自然や生活との関係

■ 車の風を受ける所を大きくすると，
風の物を動かすはらきは大きくなる。

■ 車に風を当てる時間を長くすると，
風の物を動かす働きは大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程３・４／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P90～92 11月上旬～11月下旬 本時５／９

《本時のねらい》

ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかに疑問をもち，ゴムの物を動か
す働きに興味をもつ。

《問題を見いだす段階の働き掛け》

工夫点４ ゴムで動く車をゴムの伸ばし方を変えて提示し，走る距離を比較させる。その共通点
と差異点に気付かせ，走る距離に違いが生じた要因を考えさせる。提示する際には，車
がスタートする所を揃え，ゴムを引っ張っている定規が見えるようにする。

〈事象Ａ〉少しだけ定規を押した車 〈事象Ｂ〉たくさん定規を押した車

※提示する車は児童が実験で用いる物を使用する。（キット化された教材を使用しても良い）

《予想や仮説をもつ段階の働き掛け》

ゴムの伸ばし方と，車が動いた距離の違いに着目させ，ゴムの伸ばし方により，ゴムの物を動
かす働きが変わることを考えさせる。

《観察，実験の方法を考える段階の働き掛け》

工夫点５ ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べる方法を，児童
と話し合いながらポイントを確認させ，見通しをもたせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題を見いだす
● 事象Ａと事象
Ｂを比較し，共
通点と差異点を ▼ どちらもゴムを伸ばしていたよ。
見だす。 ▼ どちらもゴムの力で動いたよ。

▼ 動いた距離が違うよ。
▼ どうして，動いた距離が違うんだ
ろう。 ○ ゴムで動く車をゴムの伸ばし方

を変えて提示し，走る距離を比較
させ，距離に違いが生じた要因を
風の物を動かす働きを想起させな
がら，考えさせる。

□ 提示する際には，
① 車がスタートする所
を揃えることを，児童に説明しな
がら提示する。この実験の条件は，
児童が実験をする場合も重要な観
点である。
このため，台車を固定し，定規

を押してゴムを伸ばす必要があ
る。

● 事象の違いが
生じた要因を考
えながら，問題
を見いだす。 ▼ どうして，動いた距離が違うんだ ○ 風の物を動かす働きと比較させ

ろう。 ながら，「ゴムの伸ばし方」に視

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識

◎ 工夫点４（事象Ａ,Ｂを見せて）
今度はＡ，Ｂの車をゴムで動

かします。２つを比べて，何が
同じで，何が違いますか。気付
いたことをノートに書きましょ
う。 具体的な体験

◎ 教師の働き掛け

◎ 今までの意見から、問題を整
理しましょう。

表２

Ａ Ｂ

･ ゴムの力で動いてる

･ スタートするところ

おなじところ ･ 車の大きさ

･ じょうぎを引いて，ゴムを

のばしている

動 い た あまり 遠くまで動いた

ちがう
きょり 動かなかった

ところ
定 規 を

押 し た 短い 長い

長さ

▲ おもちゃを作って，ゴムで遊んだ
ことがある。

▲ 風の物を動かす働きは，風が強く
なるほど，大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程５／９】
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▼ 風の物を動かす働きは，どうだっ 点を揃えさせ，話合いを通して，
たかな。 児童の意見を整理する。

問題 ゴムののばし方をかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

予想や仮説をもつ ▼ ゴムの伸ばし方を変えると，どん
● ゴムの伸ばし なふうに動きは変わるんだろう。
方による物の動 ▼ 風の物を動かす働きと，比べると
きの変化につい ▼ ＡとＢを観察したことから･･･
て考える。

○ これまでの生活体験や学習経験，
提示した複数事象を基に考えさせ
る。

□ 風の物を動かす働きと比較させ
ながら考えさせる。

観察，実験の
方法を考える
● ゴムの伸ばし
方による物の動 ▼ 何を調べればいいだろう。
きの変化を調べ
る方法を考え ○ 自ら考えた方法で調べさせるこ
る。 とによって，必要感をもたせ，意

欲的に取り組ませる。
□ 風の物を動かす働きを調べた学

▼ 何を使って調べよう。 習経験を基に考えさせる。
▼ ＡとＢで使われている物を使えば
いいよ。

▼ 何を見ればいいかな。

○ 大切な点を押さえた話合いにな
▼ 何を同じにすればいいんだろう。 るよう，教師がポイントを把握し，
▼ ＡとＢを先生が見せてくれた時 実験方法を考えさせる。
に，同じにしていたことがあったよ。 □ (①について)複数事象を観察し

た経験を基に考えさせる。
□ (②について)複数事象の提示の
際に使用した車を使用する。
作成する車は「じしゃくにつけ

よう」「つくってあそぼう」でも
▼ どうやって，調べたことを記録し 使用することが考えられる。
よう。 □ (④について)実験の条件は，教

師が意図的に制御し，揃える。表
２を用いて，これまでの学習経験
や複数事象を提示した際の条件を
基に考えさせる。

□ (⑤について)これまでの学習経
験を基に，記録する方法を考えさ
せる。

■ ゴムをあまり伸さないと，物はあ
まり動かないだろう。

■ ゴムを長く伸ばすと，物は遠くま
で動くだろう。

２ ＡとＢで使った車と長い定規，ゴ
ムを使う。

２ 車の動いた距離を物差しを使って
調べる。

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わると
思いますか。理由も考えてノー
トに書きましょう。

主体的な問題解決

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べる方法を考えましょう。

主体的な問題解決

◎ 工夫点５ (話合いのポイント)
① 何について調べますか。
② どのような方法で調べますか。
③ 問題について調べるためには，
何を見ればよいですか。

④ ゴムの伸ばし方を変えて，車
が動いた距離を正しく調べるた
めには，同じにすることがあり
ます。

⑤ どのように記録しますか。
主体的な問題解決

１ ゴムの伸ばし方を変えると，物の
動きがどのように変わるのかを調べ
る。

４ 車が動いた距離を正しく調べるた
めに，車がスタートする所を同じに
する。

◎ 次の時間は，ゴムの働きを調
べましょう。

■ ゴムの伸ばし方を変えると，ゴム
の力が変わってくるから，動いた距
離に違いがでたと思う。

５ 実験の結果を表に記録する。

ゴムののばし方 動いたきょり

▲ 風の物を動かす働きを実験で調べ
た。

３ ゴムの伸ばし方と車の動いた距離
を見る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程５／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P90～94 11月上旬～11月下旬 本時６・７／９

《本時のねらい》

ゴムの伸ばし方を変えると，物の動きはどのように変わるのかを調べ，その性質をまとめ，理
解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

工夫点６ ゴムの伸ばし方を変えずに，ゴムの物を動かす働きを大きくする方法を考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

問題 ゴムののばし方をかえると，物の動きはどのようにかわるのだろうか。

観察，実験を行う ▼ しっかりゴムが引っかかるよう
● ゴムで動く車 に，作ろう。
を作製する。

○ フックの向きや真っすぐに走ら
せることなどを考えさせがら，「ゴ
ムで動く車」を作成させる。

□ 「風で動く車」で用いたキット
化された教材を用いると作製しや
すい。
また，作製する車は「じしゃく

につけよう」「つくってあそぼう」
でも使用することが考えられる。

● ゴムの伸ばし ▼ スタートする所を同じにして，実
方による物の動 験をしよう。
きの変化を調べ
る。

○ 特にポイント③に注意させなが
ら，ゴムの伸ばし方に応じて車が
動いた距離を調べさせ，結果を表
に記入させる。

□ 児童に実験をさせる前に，車の
操作の仕方を十分に指導する。

結果を整理する ▼ しっかり記録できた。
● 観察，実験の ▼ ゴムの伸ばし方を長くすると，車
結果をまとめ， の速さも速くなったよ。
確認する。 ○ 結果を分かりやすく，明確にま

とめさせる。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

■ 車が動いた距離をしっかり調べて，
分かりやすく表に記録する。

◎ 調べたことをグループで確認
しましょう。 主体的な問題解決

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べるために，「ゴムで動く
車」を作りましょう。

具体的な体験

◎ ゴムの伸ばし方を変えると，
物の動きはどのように変わるの
かを調べましょう。調べた結果
は表にまとめましょう。実験を
して，気付いたことも書きまし
ょう。 主体的な問題解決

ゴムののばし方 動いたきょり

１０ｃｍ １ｍ２５ｃｍ

１５ｃｍ ２ｍ７３ｃｍ

２０ｃｍ ５ｍ４０ｃｍ

■ フックの向きを気を付けて作る。
■ 車が真っすぐに走るように作る。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程６・７／９】
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考察し， ▼ ゴムの伸ばし方を長くすると，車
結論を得る は勢いよく動き出したよ。
● 結果から気付 ▼ ゴムの伸ばし方を長くするほど，
いたことをノー 車は遠くまで進んだよ。
トに記入し，グ
ループで話し合
う。 ○ 「車が動いた距離」が，「ゴム

の物を動かす働きの大きさ」と対
応していることを気付かせ，ゴム
の働きについて考えさせる。

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● ゴムの伸ばし ▼ 風で動く車の時は，風を受けると
方を変えずに， ころを大きくしたり，風を車に当て
ゴムで動く車を る時間を長くしたよ。
遠くまで進める
方法を考える。

▼ １つのゴムを真ん中でひねって， ○ これまで実験で利用してきた車
二重にすればいいと思う。 を用いて，より効率よくゴムの力

▼ ゴムをねじってから，伸せばいい を伝える方法を考えさせる。
と思う。 □ 工夫する点として，教科書P90

などを参考に
① ２つのゴムで二重にする
② １つのゴムを真ん中でひね
って，二重にする

③ ゴムをねじってから，伸ば
す

④ ２つのゴムをつなげる
などが考えられる。児童に様々な
試行錯誤や創意工夫をさせる。
これらの中で④に関してはゴム

を直列につなぐことになり，ゴム
の物を動かす働きは小さくなる。

● 車を動かし， ▼ ちゃんと遠くまで動くかな。
確かめる。 ▼ いろいろ工夫してみよう。

▼ さっき実験した距離と比べてみよ
う。

○ 考えた方法で車を動かし，より
遠くまで動くか確かめさせる。

□ 工夫したことにより，どのくら
い動く距離が変化したのかを見る
ために，ゴムの伸ばし方を固定し，
実験をさせる。
また，動いた距離を，工夫する

前の距離と比較させる。

● 工夫したこと
をまとめ，発表
する。

○ グループごとで工夫したことを
▼ １つのゴムを真ん中でひねって， まとめ，発表し，クラス全体で共
二重にすると，ゴムの物を動かすは 有させる。
らきは大きくなった。 □ ゴムの物を動かす働きが小さく

▼ ゴムをねじってから，伸ばすと， なった場合も，まとめさせ，発表
ゴムの物を動かすはらきは少し大き させる
くなった。 □ 改良した車は，教室内に掲示し，

自由に見ることができるようにす
ると良い。

◎ 結果からどんなことが分かり
ますか。自分で考えてノートに
記入してから，グループで話し
合い，発表しましょう。

主体的な問題解決

■ ゴムには，物を動かす働きがある。
■ 物を動かす働きは，ゴムを長く伸
ばすほどなるほど，大きくなる。

◎ 実際に車を動かして，遠くま
で動くか確かめてみましょう。
ゴムの伸ばし方は「１５ｃｍ」
にしましょう。
上手くいかなければ，いろい

ろと工夫してみましょう。
自然や生活との関係 具体的な体験

◎ 工夫点６ ゴムが物を動かす
働きは，ゴムを長く伸ばすほど，
大きくなることが分かりました。
ゴムの伸ばし方を変えずに，

ゴムで動く車を遠くまで動かす
にはどのような工夫をすればよ
いか，考えましょう。

自然や生活との関係

■ ２つのゴムを横に並べればよいと
思う。

■ ２つのゴムを縦につなげればよい
と思う。

◎ どんな工夫をしましたか。グ
ループでまとめて，発表しまし
ょう。 自然や生活との関係

■ ２つのゴムを横に並べると，ゴム
の物を動かす働きは大きくなる。

■ ２つのゴムを縦につなぐと，ゴム
の物を動かす働きは小さくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程６・７／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～94 11月上旬～11月下旬 本時８／９

《本時のねらい》

ゴールインゲームを行い,風やゴムの物を動かす働きについて理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

風やゴムの物を動かす働きを利用して，ゴールインゲームを行わせる。調節することとして
－風で動く車に加える工夫－ －ゴムで動く車に加える工夫－
① 風の強さ ④ ゴムの伸ばし方
② 風を受ける所の大きさ ⑤ ２つのゴムを横に並べたり，
③ 風を当てる時間 ゴムをつないだり，ねじったりする

こと
などが考えられる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
● 狙った所にゴ
ムで動く車を止
める方法を考え
る。 ▼ ゴムの伸ばし方を工夫してみよう。

▼ ２つのゴムを横に並べたり，ゴ
ムをつないだり，ねじったりしてみ
よう。

○ これまでの学習経験を基に，狙
った所に車を止める工夫を考えさ
せる。

□ 狙った所に車を止めるために調
節する点としては
・ ゴムの伸ばし方
・ ２つのゴムを横に並べたり，
ゴムをつないだり，ねじったり
すること

が考えられる。

● ゴールインゲ ▼ 狙った所に車を止められるよう
ームを行う。 に，頑張ろう。

▼ 失敗したら，やり方を変えて，も
う一回やろう。

○ 学んだこと生かして，ゴールイ
ンゲームを行わせる。

□ ３～５回ゲームを行わせ，狙っ
た所に車を止められるように，そ
の都度，試行錯誤させる。

● 狙った所に風 ▼ どんな工夫をすればいいだろう。
で動く車を止め
る方法を考え
る。

▼ 風の強さを工夫してみよう。
▼ 風を受ける所の大きさを工夫して

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ 次に，風で動く車でゲームを
します。どんな工夫をすれば，
狙った所に車を止められるのか，
グループごとに考えましょう。

自然や生活との関係

◎ これまで実験を通して，風や
ゴムの物を動かす働きについて
調べてきました。
今日はこれまでの実験から分

かったことを生かして，ゴール
インゲームを行いましょう。
まず，ゴムで動く車でゲーム

をします。どんな工夫をすれば，
狙った所に車を止められるのか，
グループごとに考えましょう。

自然や生活との関係

■ これまでの実験でやってきたこと
を，いろいろ工夫して試す。

◎ ゴールインゲームをしましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

■ これまでの実験でやってきたこと
を，いろいろ工夫して試す。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程８／９】
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みよう。 ○ これまでの学習経験を基に，狙
▼ 風を当てる時間を工夫してみよ った所に車を止める方法を工夫さ
う。 せる。

□ 狙った所に車を止めるために調
節する点としては
・ 風の強さ
・ 風を受ける所の大きさ
・ 風を当てる時間
が考えられる。

● ゴールインゲ ▼ 狙った所に車を止められるよう
ームを行う。 に，頑張ろう。

▼ 失敗したら，やり方を変えて，も
う一回やろう。

○ 学んだこと生かして，ゴールイ
ンゲームを行わせる。

□ ３～５回ゲームを行わせ，狙っ
た所に車を止められるように，そ
の都度，試行錯誤させる。

● 工夫したこと ▼ ○○○を工夫したら，狙った所に
をまとめ，発表 車を止めることができたよ。
する。

○ 「風やゴムは条件を調整するこ
とで，物を動かす働きを変えるこ
とができる」ことに視点を揃えさ
せ，グループごとで工夫したこと
をまとめ，発表し，クラス全体で
共有させる。

◎ どんな工夫をしましたか。グ
ループでまとめて，発表しまし
ょう。 自然や生活との関係■ 風の強さやゴムの伸ばし方などを

いろいろと調整することで，車を自
由に動かすことができる。

■ 風やゴムは使い方を工夫すると，
いろいろなことに使える。

◎ ゴールインゲームをしましょ
う。
自然や生活との関係 具体的な体験

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程８／９】
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第３学年「６ 風やゴムで動かそう」
東京書籍「新しい理科３」P86～95 11月上旬～11月下旬 本時９／９

《本時のねらい》

風やゴムの物を動かす働きや，ゴムの元の形に戻ろうとする性質を利用している物について考
え，理解を深める。

《振り返り，広げる段階の働き掛け》

風やゴムの物を動かす働きや，ゴムの元に戻ろうとする性質を利用している物を探させ，生活
の中で風やゴムが利用されていることを考えさせる。

《本時の学習過程》

段階
▼ 予想される児童の意識 ○ 働き掛けの意図

● 学習活動 □ 指導上の留意点
実感を伴った理解を図る場面

振り返り，広げる

● 風の物を動か
す働きを利用し
ている身近な物
について考え
る。

▼ どんなところに風の物を動かす働
きは利用されているだろう。

▼ いろいろ考えてみよう。

○ 風の物を動かす働きを利用して
いる身近な物を探し，生活の中で
風の力が利用されていることを考
えさせる。

□ 身近な物の例として，凧，風鈴，
風見鶏，風車などが挙げられる。
特にオランダにある（本県では

伊豆沼の湖畔にある）風車は，風
の力を利用して，石臼を動かし，
小麦などの穀物を挽くことに利用
している。これらを資料として提
示してもよい。

● ゴムの物を動
かす働きは，ゴ
ムの元の形に戻
ろうとする性質 ▼ どうやって，ゴムは物を動かして
であることを考 いるんだろう。
える。 ▼ ゴムを伸ばしたら，車は動いたよ。

▼ 車が動いた後，ゴムは元の長さに
戻っていたよ。

○ 「ゴムの物を動かす働き」は，
「ゴムの元に戻ろうとする性質」
にあることを考えさせる。

□ 「ゴムの元の形に戻ろうとする
性質（弾性）」による力は，一般
的に「復元力（弾性力）」と呼ば
れる。これに似た性質をもつ物に
は，ばね，筋肉などがある。

■ 児童にもたせたい意識

▲ あらかじめもっている児童の意識 ◎ 教師の働き掛け

◎ これまでの学習実験を通して，
風やゴムの物を動かす働きにつ
いて考えてきました。
今日は風やゴムの物を動かす

働きを利用している物にはどん
な物があるのか考えましょう。
まず，風の物を動かす働きを

利用している物には，どんな物
があるのか考えましょう。

自然や生活との関係

▲ 風やゴムには物を動かす働きがあ
る。

▲ 風の強さやゴムの伸ばし方などを
調整することで，物の動かし方を変
えることができる。

◎ そうですね。いろいろな物に
利用されていますね。
次に，ゴムの物を動かす働き

について考えましょう。なぜ，
ゴムを伸ばして,手を離すと物は
動くのでしょうか。

自然や生活との関係

■ ゴムの元の形に戻ろうとする性質
によって，ゴムは物を動かす。

▲ 物を動かす働きは，ゴムを長く伸
ばすほど，大きくなる。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程９／９】
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● ゴムの物を動
かす働きや，ゴ
ムの元の形に戻
ろうとする性質
を利用している ▼ 自転車のゴムタイヤは，人が乗っ
身近な物につい ても，元の形に戻るよ。
て考える。 ▼ ゴム手袋は，引っ張っても元の形 ○ ゴムの物を動かす働きやゴムの

に戻るよ。 元の形に戻ろうとする性質を利用
▼ ボールは，押しても元の形に戻る している身近な物を探し，生活の
よ。 中でゴムの性質が利用されている

ことを考えさせる。
□ 身近な物の例として，ゴムタイ
ヤやゴム手袋，ボールなどが挙げ
られる。

◎ ゴムの物を動かす働きや,ゴム
の元に戻ろうとする性質を利用
している物には，どんな物があ
るのか考えましょう。

自然や生活との関係

■ どんなところにゴムの物を動かす
働きや,ゴムの元の形に戻ろうとする
性質は利用されているだろう。

３年「６ 風やゴムで動かそう」
【本時のねらいと学習過程９／９】
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